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クラスター代数 (団代数) とは 2000年代初頭に Fomin–Zelevinsky [FZ02]により定式化された代数構造で
あり, 表現論や可積分系, そして曲面のタイヒミュラー理論など一見全く異なる分野に現れていた特徴的な「変
換公式」をクラスター変換という共通の枠組みによって統一的に記述できることを明らかにした. その誕生以
来, クラスター代数はさらに多くの数学・数理物理の分野との関係を見出しながら発展を続けている:

クラスター代数タイヒミュラー理論

高階化, 写像類群作用,. . .

表現論 Lusztigの全正値性, 箙の表現論, 量子群, クラスター圏,. . .

可積分系 Goncharov–Kenyon可積分系, q-Painlevé方程式,. . .

WKB解析 Stokes現象, スペクトルネットワーク,. . .

ミラー対称性 SYZミラー, 壁越え構造, DT理論, . . .

量子トポロジー スケイン代数, Kashaev不変量, Alexander多項式, . . .

超対称場の理論 クラス S 場の理論, 3d-3d対応, . . .

本講演ではクラスター変換の幾何学的な起源のひとつであるタイヒミュラー理論から出発し [FST08], クラス
ター代数の基本的な考え方を幾何学的な立場から解説する. また, クラスター代数の応用上重要な特徴はその
「量子化」の枠組みが備わっている点にある. タイヒミュラー空間のクラスター構造を「量子化」することで,

量子タイヒミュラー理論が構成される [CF99, FG09]. 本講演では量子タイヒミュラー理論と曲面のスケイン
代数 [AK17], そして 3次元多様体の Kashaev不変量 [Ish26]との関係を紹介したい. 大まかな予定は以下の
とおりであるが, 具体的な内容は聴衆の関心に応じて適宜変更する:

• 1コマ目: タイヒミュラー空間上の座標系とクラスター変換
• 2コマ目: タイヒミュラー空間の量子化と量子トポロジー
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